
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

月
15
日
㈮
か
ら
31
日
㈰
ま
で
、
年
末

特
別
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
25
日
㈪
か

ら
31
日
㈰
ま
で
の
間
は
、
消
防
車
で

巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
冬
期
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー

ブ
の
消
し
忘
れ
、
電
気
器
具
の
ス
イ

ッ
チ
の
切
り
忘
れ
な
ど
に
よ
る
『
つ

い
、
う
っ
か
り
』
型
の
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
外
出
や
就

寝
す
る
前
は
、
必
ず
火
の
元
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
27
日
㈬
14
時
頃

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

当
分
の
間
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に

情
報
伝
達
訓
練
で
、
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
年
末
は
火
災
発
生
の
危
険
性
が
増

大
す
る
こ
と
か
ら
、
市
消
防
は
、
12�

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
　

対�

象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
看

護
師
な
ど
、
高
度
な
技
能
の
資
格

取
得
の
た
め
に
養
成
機
関
で
修
業

す
る
方

給�

付
額
　
月
額
７
万
500
円
（
市
民
税

が
非
課
税
の
方
は
月
額
10
万
円
）

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
　

対�

象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
指

定
さ
れ
た
教
育
訓
練
給
付
講
座
を

受
講
す
る
こ
と
が
適
職
に
就
く
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
給�

付
額
　
受
講
費
用
の
６
割
（
上
限

20
万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）

※
受
講
終
了
後
に
給
付
。

○�

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
支
援
給
付
金
　

対�

象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
20
歳
未
満
の
方
で
、
高
等

学
校
を
卒
業
し
て
お
ら
ず
（
中
退

を
含
む
）
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
、
認
定
試
験
合
格
を
目

指
す
た
め
の
講
座
を
受
講
す
る
方

給�

付
額
　
受
講
終
了
後
に
受
講
費
用

の
２
割
（
上
限
10
万
円
）
、
合
格

時
に
受
講
費
用
の
４
割

※�
合
計
給
付
額
の
上
限
15
万
円
。

※�

各
給
付
金
を
申
請
す
る
た
め
に
は
、

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

◎�

自
立
を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す

日�

時
　
月
～
木
曜
日
の
10
時
～
16
時

45
分
、
金
曜
日
の
10
時
～
15
時
45

分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所
　
子
育
て
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

��

（
☎
�
５
６
３
４
）

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

『
つ
い
、
う
っ
か
り
』
型
の

火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援

給
付
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か

　
市
は
、
平
成
30
年
１
月
１
日
に
、
下
水
道
使
用
料
の
値

上
げ
（
平
均
約
15
㌫
）
を
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
９
月
号
か
ら
今
号
ま
で
の
４
回
に
わ
た
り
、

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆ア

ン
ド
Ａ
で
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）

　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
使
用
料
の
改
定
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
や
改

定
後
の
料
金
早
見
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

どうなるの？
『下水道使用料』

　下水道使用料を毎年、改定
することはありませんが、下
水道事業を安定して経営する
ためには、一定の期間ごとに、
使用料が適正であるか検討す
る必要があります。
　このため市は、４年ごとに、
下水道使用料見直しの必要性
を考えることとしています。

　料金改定の必要性の検討を
２年前に行うこととしていま
すので、平成34年に料金改定
する必要があるかどうかは平
成32年に検討作業を行います。
　その際には、検討結果をお
知らせするのはもちろん、改
定が必要な場合は、広く意見
を伺う場を設ける予定です。

　ということは、次回
の見直しは平成34年？
料金を改定するなら、
事前に教え
てほしい。

　今回の料金改定のこ
とは分かったけど、今
後はどうなるの？また、
次の年に値
上がりしな
いか不安…。

A A

Q Q

22� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』


